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第64回兵庫県高等学校新人柔道大会

個人表彰式

  舛本(1年)は柔道を始めて
6ヶ月だが、気持ちの強さは
経験者にも負けていない。今
回は優勝した夙川の選手に負
けはしたものの、これからの
伸びしろが楽しみである。 
  怪我をせず、しっかりと体
づくりをし、次の選手権に向
けて頑張っていこう。頑張れ
期待の星！！！

近畿大会出場決定！！

  7名全員で県大会出場を決めた地区大会から、2名の選手が怪我
で棄権をしなければならなくなった。女子の井上(2年)は、近畿
大会を狙える最後の大会だっただけに悔しかっただろう。1年生
は練習の成果が少しは出ただろうか。それぞれ感じたことは違う
だろうが、自分たちのチームから近畿大会に出場する選手がいる
ことに誇りを持とう。「みんなの目標」という意味では主将・藤
本の存在は大きい。来月の選手権で兵庫県の代表目指して頑張れ。

  男子団体戦は近畿大会出場を目指し
て臨んだが、3回戦で神戸科学技術高
校に3人残で敗れた。4人での出場になっ
たが言い訳はできない。

男子団体戦 試合結果 
   66kg級   ベスト16    山本(1年) 
   81kg級          5位     藤本(2年) 
                        3位     舛本(1年) 
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